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方
便
と
い
う
言
葉
が
多
種
多
様
な
意
味
に
用
い
ら
れ
て
特
有

の
思
想

を
形
成
し
た
の
は
、
大
乗
仏
教

の
時
代
に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で
方
便
思
想
が
如
何
に
発
達
し
て
く
る
か
を
考
察
す
る
た
め
に
先
に
般

若
経
典

(小
品
、
大
品
)
に
み
ら
れ
る
そ
れ
を
検
討
し
た
。
本
年
度
は
そ

の
連
続
と
し
て

「大
智
度
論
の
方
便
思
想
」

の
検
討

へ
進
め
た
い
。
周

知
の
よ
う
に

『
小
品
般
若
』
二
十
九
品
が

『
大
品
般
若
』
九
十
品
に
増

広
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
が
註
釈
さ
れ
た

『
大
智
度
論
』
は
百
巻
の
組
識
を

も

っ
て
い
る
。
ま
ず
用
語

の
調
査
を
進
め
た
結
果
、
『小
品
般
若
』
(羅

什
訳
)
に
は
七
十
三
回
、
『大
品
般
若
』
(羅
什
訳
)
に
は
二
百
四
十

回

の
方
便

の
用
語
が
見
出
さ
れ
た
が
、
『大
智
度
論
』
に
な
る

と
四
百
三

十

一
回
が
数
え
ら
れ
、
し
か
も
多
様
な
意
義
に
使
わ
れ
て
く
る
。
『
大

品
般
若
』
は

『
小
品
般
若
』
の
方
便
思
想
を
受
け
継
ぎ
、
し
か
も
独
自

な
も
の
が
み
ら
れ
た
が
、
『大
智
度
論
』
で
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

三
者
を
用
例
の
上
か
ら
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。
す
な

わ
ち

『
大
智
度
論
』
で
は
化
他
方
便
の
増
加
が
著
し
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

「大
智
度
論
独
自
の
方
便
思
想
」
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
の

で
、
こ
れ
を
十
三
に
分
類
し
た
。
(
1
)
釈
尊
の
生
涯
が
方
便
で
あ
る
と
い

う
。
即
ち
釈
尊
が
人
法
を
受
け
て
八
十
才
入
滅

ま
セ
の

一
生
涯
は
、
衆

生
に
深
法
を
信
ぜ
し
め
る
た
め
の
方
便
で
あ
る
と
い
う
。
釈
尊
が

「
方

便
力
を
以

っ
て
の
故
に
、
弦
童
幼
稚
少
年
、
成
人
を
現
作
す
、
諸
時

の

中
に
於
い
て
、
次
第
に
嬉
戯
、
術
芸
、
服
御
、

五
欲
を
受
け
、
人
の
法

を
具
足
し
後
漸
く
老
病
死
苦
を
見
て
厭
患

の
心
を
生
じ
、
夜
中

の
半
に

於
い
て
、
城
を
瞼
え
て
出
家
し
」
、
得
悟
、
説
法
、
入
滅
す

る
、

こ
れ
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を
方
便
と
い
う
の
で
あ
る

(10
回
)。
(
2
)
八
聖
道
、
正
精
進
を
い
う
。
即

ち

「愛
等

の
諸
の
煩
悩
を
断
ず
る
方
便
は
、
是
れ
道
諦
」、
「
浬
桀
を
得

る
の
方
便
た
る
八
聖
道
」
と
い
い
、
「
正
方
便
は
、
駆
策
し
て
速

に
進

ん
で
息
ま
ざ
ら
し
む
」
等
と
い
う
の
で
あ
る

(
8
回
)。
(
3
)「正
憶
念
な

く
、
利
な
る
智
慧
な
く
、
衆
生
中
に
於
い
て
、
深
き
慈
悲
な
き
は
、
内

に
是
の
如

き
等
の
方
便
な
き
な
り
」
と
い
っ
て
、
正
念
、
智
慧
、
慈
悲

心
を
す
べ
て
方
便
に
帰
し
て
い
る

(
1
回
)。
(
5
)「何
か
是
れ
方
便
門
な

る
、
所
謂
般
若
波
羅
蜜
経
を
読
諦
し
、
正
憶
念
し
、
思
惟
し
て
説
の
如

く
修
行
す
る
」
と
い
っ
て
、
読
諦
、
思
惟
等
を
方
便
と
す
る

(4
回
)。

(5
)
「
成
者
は

一
た
び
聞
い
て
能
く
得
て
、
得
て
忘
れ
ず
、
是
を
陀
羅
尼

を
聞
持
す
る
初
方
便
と
為
す
」
と
い

っ
て
、
聞
持
陀
羅
尼
の
義
に
用
い

ら
れ
て
い
る

(4
回
)。
(
6
)「仏
経
に
は
世
界
は
無
量
な
り
と
言
う
と
錐

も
、
此
れ
方
便
の
説
に
し
て
、
是
れ
実

の
教
に
あ
ら
ず
」
と
い
っ
て
、

実
に
対
す
る
方
便
が
説
か
れ
る

(7
回
)。
(
7
)
巻
第
十
七
に
は
、
得
禅

の

方
便
と
し
て
五
塵
、
五
蓋
等

の
除
去
を
示
し
て
い
る

(1
回
)。
(
8
)「方

便
力
を
も

っ
て
の
故
に
、

一
波
羅
蜜
を
行
じ
て
、
能
く
五
波
羅
蜜
を
摂

す
」
「巧
方
便
の
故
に
、

一
を
能
く
多
と
為
し
、
多
を
能
く

一
と
為
し
」

と
い
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
集
成
方
便
が
示
さ
れ
る

(
2
回
)。
(
9
)
巻
第
三
十

に
は
法
性
身
の
仏
の
説
法
を

「不
可
思
議
な
る
方
便
智
力
あ

っ
て
、
悉

く
能
く
聴
受
す
」
と
い
う

(
-
回
)。
(
1
0
)

一
般
的
な

「
て
だ
て
、
工
夫
」

等
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
一
切

の
人
は
皆

方
便

し
て
楽
を

求

む
」
、
ま
た

「煩
悩
を
滅
す
る
方
便

の
法
、
是
を
道
と
名

つ
く
」
と
い

う

(
38
回
)。
(
1
1
)

方
便
道
と
い
っ
て
般
若
波
羅
蜜
道
と
並
べ
て
用

い
ら
れ

て
い
る

「道
に
二
種
あ
り
、

一
に
は
般
若
波
羅
蜜
道
、
二
に
は
方
便
道

な
り
」
(
2
回
)。
(
1
2
)

諸
法

の
三

に
九
種
あ
り

と

い
っ
て
、
体
、
法
、

力
、
因
、
縁
、
果
、
性
、
限
擬
、
開
通
方
便
と
い
う

(
1
回
)。
(
1
3
)
「方
便

あ
る
が
故
に
、
法
は
畢
寛
空
な
り
と
錐
も
、
亦
是
の
如
く
知
る
」
と
い

っ
て
、
仮
名
、
因
縁
の
処
を
知
る
義
に
用

い
ら
れ
る

(
3
回
)。

こ
の
よ

う
に
多
様
多
義
に
方
便
の
語
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。

 
次
に
方
便
と
六
度
、
方
便
と
般
若
と
の
係

わ

り
は
如
何
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
方
便
と
六
度
と
の
関
係
に

つ
い
て
検
討
す
る
と
、
(
イ
)
方
便
が

六
度
で
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
、
(
ロ
)
方
便
と
六
度

と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
異
で

あ
る
と
さ
れ
る
場
合
、
の
方
便
が
六
度
を
完
成

さ
せ
る
場
合
の
三
通
り

が
み
ら
れ
る
。
(
イ
)
方
便
と
六
度
と
が
同
義
に
用

い
ら
れ
る

の
は
、
「摩

詞
術
は
、
初
発
心
に
願
を
作
す
よ
り
、
乃
ち
後

の
方
便

の
六
波
羅
蜜
に

至
る
ま
で
な
り
」
(巻
四
六
、
大
正
二
五
、
三
九
四
c
)
等
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
次
に
回
方
便
と
六
度
と
は
異

っ
た
も

の
と
し
て
説
か
れ
て
い

る
。
「
漸
漸
に
当
に
六
波
羅
蜜
を
行
じ
て
、
方

便
力
を
得
」
(巻
二
八
、

二
六
七
c
)、
ま
た

「更
に

一
説
し
て
六
波
羅
蜜

を
行
じ
、
更
に

一
説
し

て
方
便
を
行
じ
て
、
無
生
忍
を
得
」
(巻
三
六
、
三
二
九
a
)
と
い

っ
て
、

方
便
と
六
度
と
は
そ
れ
ぞ
れ
異

っ
た
も
の
と
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
の

方
便
が
六
度
を
完
成
さ
せ
る
説
示
に
は
、
「
要
を
以

っ
て
之
を
言
え
ば
、

無
方
便
と
は
、
六
波
羅
蜜
を
行
ず
と
錐
も
、
内

に
我
心
を
離
る
る
こ
と

能
わ
ず
…
…
中
略
…
…
仏
道
に
至
る

こ
と
能
わ
ず
、
此
と
相
違
す
る
、

大
智
度
論
の
方
便
思
想

(日
 
下
)
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是
れ
有
方
便
な
り
」
(巻
五
六
、
四
六
三
b
)
「
六
波
羅
蜜
等
の
諸
法
を
用

う
れ
ば
、

方
便

の
和
合
を
以
っ
て
の
故
に
能
く
行
ず
、
是
の
時
菩
薩
道

を
具
足
す
」
(巻
九
一
、
七
〇
二
c
)
と
い
っ
て
、
方
便
を
具
足
し

て
六

度
を
行
ず
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
方
便

力
に
よ

っ
て

二

波
羅
蜜
を
行
じ
て
、
即
ち
能
く
五
波
羅
蜜
具
足
す
」
(巻
八
二
、
六

三
五
c
)、
ま
た
方
便
を
具
足
す
る
の
で

「
未
だ
諸
の
煩
悩
を
断
ぜ
ず
、

未
だ
生
死
を
離
れ
ざ
る
に
、
而
も
能
く
煩
悩
を
断
じ
、
生
死
の
法
を
離

る
る
者
に
勝

る
」
(巻
八
二
、
六
三
五
c
)
と

い
っ
て
、
方
便

の
意
義

は

深
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
の
三
者
中
の
が
最
も
強
調
さ
れ
、
方
便
は
大
乗

仏
教
菩
薩
道
の
実
践
上
、
不
可
欠
の
思
想
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が

『十
地
経
』
の
十
波
羅
蜜
に
な
る
と
、
六
度
の
上
に
方
便
波
羅

蜜
と
し
て
加
上
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

次
に
方
便
と
般
若
波
羅
蜜
と
の
関
係
は
如
何
に
説
か
れ
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
。
六
度
中
般
若
波
羅
蜜
は

「般
若
波
羅
蜜
の
中
よ
り
、
五
波
羅

蜜
を
生
ず
」
(巻
五
六
、
四
六
五
c
)、
「
六
波
羅
蜜

は
、
般
若
波
羅
蜜

を

本
と
為
す
」
(巻
四
〇
、
三
五
一
a
)
等

と
い
っ
て
、
般
若
波
羅
蜜

は
六

度
の
根
本
と
し
て
、
前
五
波
羅
蜜
と
同
等
に
扱
わ
ず
、
最
勝
な
る
も
の

と
し
て
い
る
。
し
か
し
般
若
波
羅
蜜
は

「語
言
の
道

を
断
じ
」、
憶
想

分
別
を
越
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
般
若
波
羅
蜜
の
み
で
は
功
徳
を
具

足
せ
ず
と
い
う
。
即
ち

「若
し
但
、
般
若

の
み
行
じ
て
、
五
法
を
行
ぜ

ざ
れ
ば
、
則
ち
功
徳
を
具
足
せ
ず
、
美

な
ら
ず
、
妙
な
ら
ず
」
(巻
五

九
、
四
八
〇
c
)、
般
若
と
五
法
、
即
ち
五
波
羅
蜜
と
は
和
合
し
て
功
徳

を
具
足
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
般
若
波
羅
蜜
は
、
次
の
二

面
に
よ

っ
て
説
示
さ
れ
て
い
る
。

一
は

「語
言

の
道
を
断
じ
」
憶
想
分

別
を
越
え
た
絶
対
真
空
の
面
で
あ
り
、
二
は

「
よ
く
善
道
を
行
ず
る
」

妙
有
の
面
で
あ
る
。
前
者
に

つ
い
て
は

「般
若
波
羅
蜜
は
、
分
別
す
る

所

な
し
」
(巻
七
七
、
六
〇
二
b
)、
「般
若
波
羅
蜜
申

に
は
、

一
切
の
諸

観

を
滅

す
」
(巻
七
六
、
六
〇
一
c
)
等

と
い

っ
て
、
般
若
波
羅
蜜
に
は

定
相
が
な
い
の
で

「無
相

の
相
」
「
一
相
無
相
」
「無

一
定
相
」
等
と
説

示
さ
れ
て
い
る
。
般
若
波
羅
蜜
の
真
空
な
る
性
格
が
、
畢
寛
空
不
可
得

と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
般
若

の
畢
寛
空
を
空

無
と
理
解
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
点
、
空
無
に
堕
す
る
こ
と

な
く
、
自
由
躍
動

の
妙
有
的
性
格
を
説
い
て
い

る
。
「是

の
般
若
波
羅

蜜
は
、
畢
寛
空
と
錐
も
、
而
も
断
滅
に
随
せ
ず
」
(巻
五
六
、
四
五
七
b
)、

「
有
を
離
れ
、
無
を
離
れ
、
非
有
非
無
を
離
れ
、
愚
痴
に
堕
せ
ず
し
て
、

能
く
善
道
を
行
ず
る
。
是
を
般
若
波
羅
蜜
と
為

す
」
(巻
四
三
、
三
七
〇

a
)
と
い
う
。
「
不
可
得
空
を
知

っ
て
、
還

っ
て
能
く
諸
法
を
分
別

し
、

憐
慰
し
て
衆
生
を
度
脱
す
。
是
を
般
若
波
羅
蜜

の
力

と
為
す
」
(巻
十

八
、
一
九
五
c
)
と
い
っ
て
、
「
意
に
随

っ
て
衆

生
を
利
益
す

る
」

こ
と

を
説
い
て
い
る
。
般
若
波
羅
蜜
に
は
こ
の
よ
う
な
真
空
と
妙
有
の
二
面

が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
方
便

の
性
格
も
般
若
波
羅
蜜
と
同
様
、
観
空
、
不
取
相

と
妙
有
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の
二
面
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
前
者
に

つ
い
て
は
、
「新
行

の
菩
薩

は
方
便
力
な
し
、
是
の
般
若
波
羅
蜜
を
聞
い
て
、
憶
想
分
別
し
尋
求
し

取
ら
ん
と
欲
す
」
(巻
四
三
、
三
七
五
b
)、
し
か
し

「般
若
波
羅
蜜
の
中

に
於
い
て
、
方
便
力
を
得
る
が
故
に
、
亦
た
般
若
波
羅
蜜
に
著
せ
ず
、

一
切
の
煩
悩
を
滅
し
、

一
切
十
方
の
諸
仏
を
見
た
て
ま

つ
り
、
無
生
法

忍
を
得
、
三
界
を
出
で
て
薩
婆
若

に
至

る
」
(巻
五
三
、
四
三
八
a
)
と

い
っ
て
不
取
相
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に

「当
に

一
切
法
は
あ
ら
ゆ
る

相
無
し
と
知
る
べ
し
、
是
を
菩
薩
の
方
便
と
名
つ
く
」
(巻
八
五
、
六
五

四
b
)
と

い
っ
て
、
方
便
が

「観

一
切
法
空
」
の
智
と
同
義

に
説

か
れ

て
い
る
。
他
方
後
者
に
つ
い
て
は
、
「
一
切
法
は
畢
寛
空

に
し

て
、
性

は
無
所
有
な
り
と
知

っ
て
、
而
も
能
く
還

っ
て
善
法
を
起
し
、
般
若
に

是

の
如
く
分
別
あ
る
を
以

っ
て
、
若
し
よ
く
邪
疑
を
除
く
も
浬
繋
に
入

ら
ず
、
是
を
方
便

と
為
す
」
(巻
百
、
七
四
五
c
)
と
い

っ
て
、
善
法
を

起
し
利
益
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
般
若
波
羅
蜜
と
同
様
に
方
便

は
三
十
二
相
、
八
十
随
形
好
、
無
量

の
光
明
等

の
神
通

の
示
現
を
説
い

て
い
る
。

以
上

の
検
討

の
結
果
、
方
便
と
般
若
と
は
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
と
み
て

よ
く
、
巻
第
八
十
五

に
は

「方
便

と
は
、
所
謂
般
若
波
羅
蜜

な
り
」

(六
五
八

a
)
と
あ
る
。

つ
ま
り

「
方
便
は
即
ち
是
れ
智
慧

な
り
」
(巻

四
六
、
三
九
四
c
)
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
こ
の
方
便
と
般
若
と
の
違

い
は

存
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
巻
第
百
に
は

「般
若
波
羅
蜜
の
中
に
方
便
あ

り
と
錐
も
、
方
便

(
の
中
)

に
般
若
波
羅
蜜
あ
り
と
錐
も
、
而
も
多

に

随

っ
て
名
を
受
く
る
と
説
く
。
般
若
と
方
便

と
は
本
体
是
れ

一
な
り
、

用
う
る
所
の
少
し
く
異
な
る
を
以

っ
て
の
故

に
別

に
説

く
な
り
」
(七

五
四
c
)
と
い
っ
て
、
若
干
の
相
違
を
説
く
。
即
ち

「著
す
る
所
な
き

を
智
慧
相
と
な
し
、
能
く
事
を
成
ず
る
を
方
便
相
と
な
す
」
(巻
三
一
、

二
九
三
c
)、
「般
若
k波
羅
蜜
は
、
能
く
諸
の
邪
見
煩
悩
の
戯
論
を
滅
し
、

将
に
畢
寛
空
の
中
に
至
ら
ん
と
し
、
方
便
し
て
将
に
畢
寛
空
を
出
で
ん

と
す
」
(巻
七

一
、
五
五
六
b
)
と
い
う
。

こ
こ
で
は
般
若
波
羅
蜜

と
方

便
と
は
同
義
に
は
用
い
ら
れ
ず
、
方
便
は
も

っ
ぱ
ら

「起
功
徳
業
」
の

義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
方
便
は
、
真
空
妙
有
の
二
面

を
完
成
さ
せ
る
も
の
と
し

て
説
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

「方
便
と
は
、
般
若
波
羅
蜜
を
具
足
す
る

が
故
に
、
諸
法
の
空
を
知
り
、
大
悲
心
あ
る

が
故

に
、
衆
生

を
憐
慰

し
、
是
の
二
法
に
於
い
て
、
方
便
力
を
以

っ
て
染
著
を
生
ぜ
ず
、
諸
法

の
空
を
知
る
と
錐
も
、
方
便
力
あ
る
が
故
に
亦
衆
生
を
捨
て
ず
、
衆
生

を
捨
て
ず
と
錐
も
、
亦
諸
法

の
実
に
空
な
る

こ
と
を
知
る
」
(巻
二
七
、

二
六
二
c
)
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
方
便

は
、
観
空

と
大
悲
心
を
調
和

さ
せ
て
菩
薩
道
を
完
全
に
し
、
実
践
さ
せ
る
は
た
ら
き
を
示

し

て
い

る
。
般
若
波
羅
蜜
を
内
に
持

っ
て
自
由
な
は
た

ら
き
と
し

て

の
方
便

は
、
六
度
を
完
全
な
も
の
に
し
て
、
大
乗
菩
薩
道
の
実
践
行
に
欠
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
く
る
の
で
あ
る
。
詳
細

は
西
山
学
報
31
号
参
照
。
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学
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